
中
国
医
書
に
お
け
る
「
瘴
」
の
成
立
と
変
遷
考

黄

　

弋

粟

は
じ
め
に

「
瘴
」
は
、
山
川
の
毒
気
や
南
方
の
酷
暑
に
起
因
す
る
風
土
病
の
一
種
と
認
識
さ

れ
て
お
り
、
疾
病
の
発
生
原
理
及
び
感
染
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
で
き
な
か
っ
た

前
近
代
の
人
々
が
、
南
方
地
域
や
山
林
で
発
生
す
る
多
く
の
疾
患
を
合
理
的
に
説

明
す
る
た
め
に
創
出
し
た
概
念
で
あ
る
。
古
代
の
医
書
に
お
い
て
は
、
常
に
傷
寒

病
類
ま
た
は
瘧
疾
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

「
瘴
気
」
と
い
う
概
念
の
中
国
文
献
に
お
け
る
初
出
は
、
通
常
、
朱
勃
が
紀
元
四

九
年
に
光
武
帝
劉
秀
に
上
奏
し
た
文
書
の
「
又
出
二

–

征
交
阯
一

、
土
多
二

瘴
気
一

」（『
後

漢
書
』
馬
援
伝（

（
（

）
と
い
う
一
文
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
当
時

の
文
書
の
書
写
に
お
い
て
、「
瘴
」
と
い
う
概
念
が
必
ず
し
も
「
瘴
」
の
表
記
で
記

さ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。『
後
漢
書
』
に
は
宋
以
前
の
抄
本
は
現
存
し
て
お
ら

ず
、
現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
本
は
、
唐
の
李
賢
注
本
を
底
本
と
し
、
少
な
く
と

も
一
度
の
校
正
を
経
た
北
宋
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宋
刊
本
に

お
い
て
「
瘴
」
と
表
記
さ
れ
る
文
字
は
、
も
と
も
と
「
障
」
と
書
か
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

実
際
、
唐
以
前
に
成
立
し
た
文
献
に
お
け
る
「
瘴
」
の
表
記
は
極
め
て
多
様
で

あ
っ
た
。『
文
選
』
は
そ
の
代
表
例
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
少
な
く
と
も
以
下
の
三
種

類
の
表
記
が
存
在
す
る
。

①　

�

左
思
「
魏
都
賦
」
宅
土
熇コ
ク
シ
ヨ暑
、
封ホ

ウ

疆キ
ヤ
ウ

障
癘
。（
巻
六（

（
（

）

②　

�

鮑
照
「
苦
熱
行
」
瘴
気
昼
熏
レ

体
、
菵マ
ウ

露ロ

夜
霑ウ
ル
ホ
ス

レ

衣
。（
巻
二
十
八
）

③　

�

劉
孝
標
「
広
絶
交
論
」
流
二

–

離
大
海
之
南
一

、
寄
二

–

命
鄣
癘
之
地
一

。（
巻
五

十
五
）

障
や
鄣
・
瘴
な
ど
の
文
字
は
、
共
通
の
語
源
を
持
つ
一
群
で
あ
り
、
本
来
は
「
隔

た
り
」
を
意
味
し
て
い
る
。「
瘴
」
は
も
と
も
と
「
障
」
の
俗
字
の
一
つ
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
「
㢓
」
と
の
混
同
か
ら
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

「
章
」
か
ら
派
生
す
る
漢
字
の
古
辞
書
（
字
書
や
韻
書
な
ど
）
に
お
け
る
収
録
状

況
は
、
次
表
に
ま
と
め
ら
れ
る
。（「
瘴
」・「
嶂
」
に
関
わ
る
内
容
は
傍
線
部
で
示

し
た
。）
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表　

日
・
中
の
字
書
と
韻
書
に
お
け
る
「
章
」
派
生
字
の
収
録
状
況

書
名
（
略
称
）

成
立
時
期
（
備
考
）

収
録
漢
字
（
注
）

大
徐
本
説
文
解
字

後
漢
（
九
八
六
年
校
訂
）

章
・
障
・
鄣
・
墇
・
漳

爾
雅

漢
前
後

章
・
障

字
林

西
晋
（
呂
忱
著
。
佚
）

▼
唐
韻
「
瘴
」
注
参
照
。

原
本
玉
篇

五
四
三
年

残
篇
：
章
・
㢓
・
障
（
巻
二
十
二
）

▼
篆
隸
：
墇
・
鄣
・
漳

切
韻
諸
古
写
本

六
〇
一
年
序

平
声
「
章
」
小
韻
は
一
部
の
残
巻
に
存
す
る
。

略
。

去
声
「
障
」
小
韻
は
佚
。
▼
唐
韻
：
障
・
嶂
・

墇

北
京
故
宮
博
物
院
蔵
王

仁
昫
刊
謬
補
缺
切
韻

（
王
韻
三
）

七
〇
六
年
（
唐
蘭
・
周
祖

謨
ら
の
推
測
に
よ
る
）

平
三
十
七
陽
：
章
・
漳
・
墇
・
障
・
鄣
。

去
四
十
漾
：
障
（
亦
作
瘴
、
鄣
。
四
）・
嶂
・

墇
・
瘴
（
病
）

ペ
リ
オ
二
〇
一
一
刊
謬

補
缺
切
韻
（
王
韻
一
）

同
前
（
書
写
年
代
は
王
韻

三
に
近
い
）

平
：
墇
・
鄣

去
四
十
漾
：（
筆
者
私
補
：
障
）・
嶂
・
墇
・
瘴

（
病
）

裴
務
齊
正
字
本
刊
謬
補

缺
切
韻
王
韻
（
王
韻

二
）

不
明
（
王
韻
三
に
遅
れ
て
、

中
唐
以
前
成
立
）

平
五
陽
：
章
・
漳
・
墇
・
鄣
・
障
。

去
五
様
：
障
（
四
）・
嶂
・
瘴
（
癘
）・
墇

蔣
斧
印
本
唐
韻
残
巻

（
唐
韻
）

七
三
三
年
（
去
・
入
声
一

部
残
存
）

去
四
十
三
漾
：
障
（
四
加
一
）・
墇
・
嶂
・
瘴

（
熱
。
出
『
字
林
』。
加
）

高
山
寺
本
篆
隸
萬
象
名

義
（
篆
隸
）

九
世
紀
前
半

墇
・
鄣
・
章
・
㢓
・
漳
・
障

天
治
本
新
撰
字
鏡

九
〇
〇
年
前
後
（
一
一
二

四
年
写
本
）

章
・
墇
・
鄣
・
漳
・
障
・
㢓
・
嶂

大
広
益
会
玉
篇
（
宋
本

玉
篇
）

六
七
四
年
孫
強
増
補
、
一

〇
一
三
年
陳
彭
年
重
修

墇
・
鄣
・
章
・
瘴
・
㢓
・
障
・
漳

大
宋
重
修
広
韻

一
〇
〇
八
年
陳
彭
年
ら
増

訂
編
纂

平
四
十
陽
：
章
・
墇
・
障
・
鄣
・

・
漳

去
四
十
一
漾
：
障
・
㢓
・
墇
・
嶂
・
瘴
（
熱
病
）

従
来
、「
瘴
」
を
最
も
早
く
収
録
し
た
辞
書
は
『
玉
篇
』
と
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
し

か
し
、
こ
の
見
解
は
『
宋
本
玉
篇
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。「
疒
」

部
首
の
文
字
を
収
録
す
る
『
原
本
玉
篇
』（
五
四
三
年
顧
野
王
撰
）
の
巻
十
一
は
散

逸
し
て
お
り
、
直
接
参
照
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、『
原
本
玉
篇
』

を
踏
襲
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
篆
隸
萬
象
名
義
』（
九
世
紀
前
半
空
海
撰
）
に
は
「
瘴
」

と
い
う
字
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
原
本
玉
篇
』
に
は
「
瘴
」
が
編
入

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
宋
本
玉
篇
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
瘴
」
は
、
六
七
四
年
に
孫
強
が
行
っ
た
増
補
や
、
北
宋
時
代
に
陳
彭
年

が
実
施
し
た
増
訂
な
ど
の
編
纂
過
程
で
追
加
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
六
〇
一
年
成
書
の
『
切
韻
』
は
、
残
巻
と
し
て
僅
か
に
伝
わ
る
も
の
の
、

「
障
」
小
韻
が
所
在
す
る
部
分
は
散
佚
し
、
現
存
し
て
い
な
い
。
幸
い
に
、『
切
韻
』

を
基
に
孫
愐
が
増
訂
し
た
『
唐
韻
』
の
残
巻（

（
（

に
は
、「
障
（
四
、
加
一
）」
小
韻
に

「
瘴
」
の
字
が
収
録
さ
れ
お
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
『
切
韻
』
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。「
瘴
」
に
は
「
熱
。
出
『
字
林
』。
加
。」
と
の
注
記
が
付
さ
れ

て
い
る
。「
四
、
加
一
」
は
、「
障
」
小
韻
に
収
録
さ
れ
る
「
障
、
墇
、
嶂
、
瘴
」

の
四
字
の
う
ち
、「
障
、
墇
、
嶂
」
の
三
字
が
『
切
韻
』
に
既
に
含
ま
れ
て
お
り
、

「
瘴
」
の
一
字
の
み
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言

す
れ
ば
、『
切
韻
』
に
は
「
瘴
」
が
未
収
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ

ら
に
、「
瘴
」
が
『
字
林
』
と
い
う
書
物
に
よ
っ
て
補
入
さ
れ
た
こ
と
は
「
瘴
」
の

注
記
か
ら
分
か
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
『
字
林
』
は
、『
説
文
解
字
』
に
次
ぎ
、

『
玉
篇
』
に
先
立
っ
て
成
立
し
た
呂
忱
（
生
没
年
不
詳
。
西
晋
の
人
か
）
の
字
書

『
字
林
』（
散
佚
）
を
指
す
。『
唐
韻
』
の
記
載
を
信
頼
す
る
場
合
、「
瘴
」
と
い
う

表
記
の
初
出
は
三
世
紀
頃
ま
で
遡
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、『
唐
韻
』
が
参
照
し

た
『
字
林
』
が
、
既
に
後
世
の
増
補
を
経
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

106

黄　弋粟 | 中国医書における「瘴」の成立と変遷考﻿



い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
瘴
」
が
現
存
す
る
古
辞
書
（
字
書
や
韻
書
）
に
初
め
て
登

場
す
る
の
は
、
唐
の
王
仁
昫
が
『
切
韻
』
に
基
づ
い
て
補
訂
し
た
『
王
韻
』
で
あ

る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
『
文
選
』
③
に
お
け
る
「
鄣
癘
」
に
つ
い
て
、
北
宋
本
と

尤
袤
本
（
共
に
李
善
単
注
本
）
で
は
「
嶂
癘
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
韻
書
に
お

い
て
「
瘴
」
に
先
立
っ
て
現
れ
た
「
嶂
」
の
表
記
が
使
わ
れ
る
「
嶂
気
」
や
「
嶂

瘧
」
な
ど
は
、「
瘴
」
の
表
記
を
用
い
る
流
布
本
と
は
異
な
る
版
本
で
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
「
嶂
」
の
表
記
が
用
い
ら
れ
る
「
瘴
」

と
通
常
の
「
瘴
」
と
は
い
か
に
異
な
る
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
出
発
点
と
し

て
、
中
国
の
医
書
に
お
い
て
、「
瘴
」
の
表
記
と
定
義
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た

ど
っ
て
変
遷
し
て
き
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

一
、「
瘴
」
の
本
質
―
―
傷
寒
・
疫
癘
・
瘧
と
の
比
較
を
通
し
て

『
宋
本
玉
篇
』
で
は
「
瘴
」
に
「
之
亮
切
、
瘴
癘
也（

（
（

」
と
の
略
注
が
付
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、『
切
韻
』
の
流
れ
を
汲
む
と
さ
れ
る
『
広
韻（

（
（

』
に
は
「
瘴
、
熱
病
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
文
献
に
お
い
て
も
、「
瘴
」
を
「
熱
毒
之
病
」・「
温

病
」・「
疫
」・「
瘧
」
と
同
定
す
る
解
釈
が
随
処
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
混

淆
を
避
け
、「
瘴
」
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
瘴
」
及
び
そ
れ
に
関

連
す
る
基
本
的
な
概
念
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
―
一
、
傷
寒
・
熱
病
・
温
病

『
素
問
』
は
前
漢
の
医
書
で
、『
霊
枢
』
と
と
も
に
中
国
最
古
の
医
学
書
と
呼
ば

れ
る
『
黄
帝
内
経
』
を
構
成
す
る
。
こ
の
『
素
問
』
の
熱
論
篇
で
は
、
傷
寒
と
熱

病
と
の
従
属
関
係
を
明
言
す
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

黄
帝
問
曰
、
今
夫
熱
病
者
、
皆
傷
寒
之
類
也（

（1
（

。

唐
の
王
氷
は
、
次
の
よ
う
に
注
釈
し
て
い
る
。

寒
者
、
冬
気
也
。（
中
略
）
中ア

タ
ツ

而
即
病
、
名
曰
二

傷
寒
一

。
不
二

即
病
一

者
、
寒

毒
蔵
二

於
肌
膚
一

、
至
二

夏
至
前
一

、
変
為
二

温
病
一

。
夏
至
後
、
変
為
二

熱
病
一

。

然
其
発ホ

ツ

起キ

、
皆
為
二

傷
寒
一

致
レ

之
。
故
曰
二

熱
病
一

者
、
皆
傷
寒
之
類
也（

（1
（

。

「
寒
」、
す
な
わ
ち
冬
の
寒
気
に
冒
触
す
れ
ば
、「
傷
寒
」
に
か
か
る
。
そ
の
場
で

発
症
す
れ
ば
、
そ
の
病
は
「
傷
寒
」
と
呼
ば
れ
る
。
す
ぐ
に
発
病
し
な
い
場
合
も

あ
り
、
そ
の
際
、「
寒
」
の
毒
は
肌
の
下
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
冬
か
ら
夏

至
の
日
ま
で
に
発
病
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
温
病
」
と
称
し
、
夏
至
の
日
以
降
に
発

病
し
た
場
合
は
「
熱
病
」
と
称
す
る
。

ま
た
、『
黄
帝
内
経
』
よ
り
後
、『
傷
寒
論（

（1
（

』
よ
り
早
く
成
立
し
た
と
さ
れ
る

『
難
経
』
で
は
、
傷
寒
を
五
種
類
に
分
け
る
記
載
が
見
ら
れ
る
。
以
下
は
第
五
十
八

難
の
一
部
内
容
で
あ
る
。

傷
寒
有
レ

五
、
有
二

中
風
一

、
有
二

傷
寒
一

、
有
二

湿
温
一

、
有
二

熱
病
一

、
有
二

温
病�

一

、
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其
所
レ

苦
各
不
レ

同（
（1
（

。

傷
寒
と
一
口
に
言
っ
て
も
、「
傷
寒
大
類
」
と
そ
の
下
位
概
念
で
あ
る
「
傷
寒
小

類
」
に
分
け
ら
れ
る
。
寒
気
に
冒
さ
れ
て
直
ち
に
発
病
す
る
「
傷
寒
（
小
類
）」、
お

よ
び
異
な
る
時
期
に
発
症
す
る
「
熱
病
」
と
「
温
病
」
は
、「
中
風
」「
湿
温
」
と

並
ん
で
「
傷
寒
大
類
」
に
属
す
る
病
で
あ
る
。『
素
問
』
の
趣
旨
と
一
致
し
て
い
る
。

一
―
二
、
疫
癘
（
瘴
癘
）

民
衆
が
多
く
病
に
か
か
る
こ
と
を
「
疫
」
と
呼
ぶ
。「
癘
」
は
重
篤
な
疾
患
を
意

味
す
る
。『
諸
病
源
候
論
』（
以
下
、『
病
源
論
』。『
病
源
論
』
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
）
の
巻
十
「
温
病
候
」
に
付
録
さ
れ
る
「
疫
癘
候
」
に
は
、
次
の
一
文
が
記
さ

れ
て
い
る
。

其
病
与
二

時
気
・
温
・
熱
等
病
一

相
類
、
皆
由
二

一
歳
之
内
、
節
気
不
レ

和
、
寒

暑
乖
レ

候
一

。
或
有
二

暴
風
疾
雨
一

、
霧
露
不
レ

散
、
則
民
多
二

疾
疫
一

。
病
無
二

長

少
一

、
率
オ
ホ
ム
ネ

皆
相
似
、
如
レ

有
二

鬼
厲
之
気
一

。
故
云
二

疫
癘
病
一

。

「
疫
癘
」
は
「
時
行
」（
流
行
病
の
一
種
）
や
「
温
病
」・「
熱
病
」
と
類
似
し
て

お
り
、
節
気
の
不
調
や
寒
暑
の
乱
れ
、
暴
風
や
疾
雨
、
霧
露
の
滞
留
な
ど
に
よ
り
、

民
衆
に
多
発
す
る
病
で
あ
る
。
老
若
を
問
わ
ず
、
症
状
が
相
似
し
て
い
る
た
め
、
あ

た
か
も
鬼
癘
の
気
に
覆
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
疫

癘
」
は
「
時
行
」
よ
り
も
疾
病
の
易
感
性
や
普
遍
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
瘴
気
（
癘
）」
は
「
霧
露
」
に
近
い
性
質
を
持
ち
、
あ
る
地
域
を
覆
う
無
形
の
気

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
、
唐
以
前
の
医
書
に
お
い
て
は
常
に
「
疫
癘
」
に

付
随
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

一
―
三
、
瘧

「
瘧
病
」
は
、
病
源
の
立
場
か
ら
見
る
と
、「
傷
寒
大
類
」
や
「
温
病
」・「
熱
病
」

な
ど
「
寒
に
傷
ら
る
る
病
」
と
は
正
反
対
の
病
気
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
傷
暑
の

病
」
で
あ
る
。『
素
問
』「
生
気
通
天
論
第
三
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

是
以
、
春
傷
二

於
風
一

、
邪
気
留
連
、
乃
為
二

洞ド
ウ

泄セ
ツ

一

。
夏
傷
二

於
暑
一

、
秋
為
二

痎カ
イ

瘧
一

。
秋
傷
二

於
湿
一

、
上
逆
而
欬
、
発
為
二

痿
厥
一

。
冬
傷
二

於
寒
一

、
春
必
温
病
。

傍
線
部
の
二
句
は
、「
傷
暑
の
病
」
と
「
傷
寒
の
病
」
と
の
違
い
を
よ
く
説
明
し

て
い
る
。
夏
に
は
暑
気
に
傷
め
ら
れ
る
と
、
秋
に
は
「
痎
瘧
」
と
な
る
。「
痎
瘧
」

と
は
、
二
日
に
一
度
起
こ
る
瘧
の
類
で
あ
る
。

『
素
問
』「
瘧
論
篇
」
は
ま
た
、「
黄
帝
問
曰
、
夫
痎
瘧
、
皆
生
於
風
。
其
蓄
作
有

者
、
何
也
」
と
い
う
問
答
形
式
の
論
述
を
も
っ
て
、「
瘧
」
は
「
傷
風
の
病
」
で
あ

る
と
定
義
し
て
い
る
。「
風
は
陽
気
な
り
」（『
病
源
論
』「
風
瘧
候
」）
と
あ
る
か
ら
、

「
傷
風
」
は
「
傷
暑
」
と
矛
盾
し
な
い
。「
傷
風
説
」
と
「
傷
暑
説
」
と
い
う
二
説

は
、
後
世
の
医
薬
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。『
病
源
論
』「
瘧
病
候
」
は
傷
暑

の
説
を
受
け
入
れ
、「
夏
日
傷
レ

暑
、
秋
必
病
レ

瘧
」
と
述
べ
、
同
書
の
「
風
瘧
候
」

は
、
傷
風
の
説
を
継
承
し
、「
夫
瘧
皆
生
二

於
風
一

」
と
述
べ
て
い
る
。
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一
―
四
、
瘴

ミ
ア
ズ
マ
（
悪
い
空
気
）
が
引
き
起
こ
す
マ
ラ
リ
ア
の
一
種
を
意
味
す
る
「
瘴
」

と
い
う
用
語
は
、
医
書
に
お
い
て
通
常
「
瘴
瘧
」（『
肘
後
備
急
方
』）
や
「
山
瘴

瘧
」（『
病
源
論
』）
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、「
瘴
（
瘧
）」
と
一
般

的
な
「
瘧
」
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

唐
の
王
燾
が
編
纂
し
た
『
外
台
秘
要
方（

（1
（

』（
以
下
、『
外
台
方
』）
は
、
散
佚
し

た
医
薬
書
の
内
容
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る
た
め
、
輯
佚
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
な

医
方
書
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
『
外
台
方
』
の
「
巻
五
・
瘧
病
」
に
は

『
備
急（

（1
（

』
と
い
う
書
物
か
ら
引
用
さ
れ
た
輯
佚
文
が
見
え
る
。

夫
瘴
與
レ

瘧
、
分
作
二

両
名
一

、
其
実
一
致
。
或
先
寒
後
熱
、
或
先
熱
後
寒
。
嶺

南
率
称
為
レ

瘴
、
江
北
総
号
為
レ

瘧
。
此
由
二

方
言
不
同
一

、
非
三

是
別
有
二

異
病�

一

。

然
南
方
温
毒
、
此
病
尤
甚
。
原タ

ヅ
二

其
所
一
レ

帰
、
大
略
有
レ

四
。
一
山
溪
毒
気
、

二
風
温
痰
飲
、
三
加
レ

之
鬼
癘
、
四
発
以
二

熱
毒
一

、
在
二

此
之
中
一

、
熱
毒
最
重
。

「
瘴
（
瘧
）」
と
「
瘧
」
は
、
名
称
こ
そ
異
な
る
が
、
実
際
に
は
同
じ
病
気
で
あ

る
。
た
だ
し
、
方
言
の
違
い
に
よ
り
、
嶺
北
で
は
「
瘧
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
、
嶺

南
で
は
「
瘴
」
と
称
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
南
方
の
「
瘴
」
は
、
嶺

北
の
「
瘧
」
よ
り
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
は
、「
山
溪
毒

気
」・「
風
温
痰
飲
」・「
鬼
癘
」・「
熱
毒
」
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
特

に
「
熱
毒
」
が
主
要
な
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
瘴
（
瘧
）」
が
「
瘴
（
瘧
）」
と
な
る
理
由
は
、
通
常
の
「
瘧
」

の
病
因
に
「
熱
毒
」
と
「
山
溪
毒
気
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ

こ
で
い
う
「
山
溪
毒
気
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
瘴
気
」
の
一
種
と
同
定
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
瘴
（
瘧
）」
と
は
「
瘴
気
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
重
度
な
瘧
病
と
言
え
る
。

三
木
栄
氏
は
現
代
の
医
学
知
識
に
基
づ
き
、
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
疾
病
を
次
の

三
種
に
分
類
し
て
い
る
。

（
1
）�

無
形
の
高
熱
を
主
徴
と
す
る
も
の
。（
流
行
性
感
冒
群
な
ど
）

（
2
）�

有
形
―
発
疹
を
主
徴
と
す
る
も
の
。（
痘
瘡
・
麻
疹
な
ど
）

（
3
）�

独
自
に
特
異
の
症
状
を
主
徴
と
す
る
も
の
。（
マ
ラ
リ
ア
な
ど（
（1
（

）

前
述
し
た
一
―
一
と
一
―
二
の
傷
寒
大
類
は
三
木
氏
の
分
類
に
お
け
る
（
１
）

に
該
当
し
、
一
―
三
と
一
―
四
の
瘧
類
は
（
３
）
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
中
国
医
書
に
お
け
る
「
瘴
」

多
紀
元
胤
『
医
籍
考
』
に
よ
る
と
、
中
国
医
書
は
医
経
、
本
草
、
食
治
、
蔵
象
、

診
法
、
明
堂
経
脈
（
鍼
灸
）、
方
論
、
史
伝
と
運
気
の
九
大
類
に
分
類
さ
れ
る
。
方

論
に
は
さ
ら
に
、
傷
寒
、
温
疫
、
五
臓
、
金
匱
、
雑
病
雑
薬
、
寒
食
散
、
眼
科
、
口

歯
、
外
科
、
女
科
、
幼
科
な
ど
の
下
位
分
類
が
存
在
す
る
。「
瘴
」
に
関
す
る
記
載

は
主
に
、
方
論
の
雑
病
雑
薬
類
に
属
す
る
医
書
に
見
ら
れ
る（

（1
（

。
本
章
で
は
、
こ
の

雑
病
雑
薬
類
の
中
か
ら
宋
代
以
前
の
主
要
な
医
書
を
取
り
上
げ
、「
瘴
」
病
の
変
遷

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
日
本
の
『
医
心
方
』
も
そ
の
一
類
と
し
て
論
考
の

対
象
と
す
る
。
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二
―
一
、『
肘
後
備
急
方
』
―
現
存
医
書
に
お
け
る
「
瘴
」
の
初
出

最
初
に
「
瘴
」
を
正
式
に
病
名
と
し
て
記
載
す
る
現
存
医
薬
書
は
『
肘
後
備
急

方
』
で
あ
り
、
全
称
は
『
葛
仙
翁
肘
後
備
急
方
』
と
い
う
。
現
伝
本
に
記
載
さ
れ

る
「
葛
洪
序
」
に
よ
る
と
、〔
東
晋
〕
葛
洪
は
最
初
『
玉
函
方
』
と
い
う
百
巻
本
を

著
し
た
が
、
当
世
の
諸
医
家
が
作
っ
た
備
急
便
覧
方
に
不
満
を
感
じ
、『
玉
函
方
』

を
要
約
し
て
、
庶
民
に
も
簡
単
に
入
手
で
き
る
安
価
な
薬
方
を
摘
出
し
、
本
書
の

原
撰
本
で
あ
る
『
肘
後
救
卒
方
』（
三
巻
。
以
下
、
葛
原
撰
本
）
を
編
著
し
た
と
い

う
。〔
南
朝
斉
梁
〕
陶
弘
景
は
そ
の
原
撰
本
に
基
づ
い
て
増
補
を
行
い
、『
補
闕
肘

後
百
一
方
』（
三
巻
。
以
下
、
陶
増
補
本
）
を
著
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
両
書
は
い

ず
れ
も
散
佚
し
て
今
に
伝
存
さ
せ
ず
、
現
存
す
る
『
肘
後
備
急
方
』（
以
下
、『
肘

後
方
』）
の
諸
本
は
す
べ
て
八
巻
の
構
成
で
、
金
の
楊
用
道
の
附
広
を
経
た
改
訂
本

で
あ
る（

（1
（

。

さ
て
、
こ
の
現
存
本
の
中
の
最
善
本
と
さ
れ
る（

（1
（

万
暦
二
年
（
一
五
九
四
）
本（
（2
（

を
繙
い
て
み
る
と
、「
瘴
」
に
関
わ
る
本
論
に
有
用
な
記
述
は
二
箇
所
見
出
せ
る
。

ア　

�

度
瘴
散
、
辟
二

山
瘴
悪
気
一

。
若
有
二

黒
霧
欝ウ
ツ
ボ
ツ勃
タ
ル

一

、
及オ
ヨ
ベ
バ

二

西
南
温
風
一

、

皆
為
二

疫
癘
之
候
一

。
方
（
略
）
辟
二

毒
・
諸
悪
気
一

、
冒
レ

霧
行
尤
宜
レ

服�
レ

之
。

イ　

�

治
二

瘴
瘧
一

。
常
山
・
黄
連
・
豉
〈
熬
〉
各
三
両
。
附
子
二
両
〈
炮ア
ブ
ル

〉。

搗�

キ
篩
フ
。
蜜
丸
ス
。
空
腹
服
二

四
丸
一

。
欲
レ
発
、
三
丸
飲
二

–

下
之
一

。
服
レ
薬

後
、
至
レ

過
二

発
時
一

、
勿
レ

喫
レ

食
。

ア
の
内
容
は
「
治
二

瘴
気
・
疫
癘
・
温
毒
一

諸
方
第
十
五
」
に
属
し
、「
度
瘴
散
」

と
い
う
薬
物
の
製
法
と
効
用
を
紹
介
し
て
い
る
。「
度
瘴
散
」
ま
た
は
「
度
嶂
散
」

は
、
後
に
日
本
の
供
御
薬
儀
で
奏
進
さ
れ
る
元
日
御
薬
の
一
味
と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
で
は
、「
瘴
瘧
」
を
治
療
す
る
薬
物
の
製
法
と
服
用
法
が
簡
潔
に
説
明
さ
れ
て

お
り
、「
治
寒
熱
諸
瘧
方
第
十
六
」
の
節
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ア
の
記
載
は
後
世

の
医
書
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
の
薬
方
は
『
肘
後
方
』
に

の
み
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
外
台
方
』
所
引
の
佚
書
『
備
急
』（
前
述
）
に
は
、
イ

と
同
様
な
薬
方
構
成
を
有
す
る
「
療
瘴
瘧
常
山
丸
方
」
が
見
ら
れ
、
そ
の
製
薬
法

と
効
用
に
関
す
る
説
明
文
は
イ
の
記
載
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
肘
後
方
』
の
「
治
瘴
瘧
」
方
は
、
葛
原
撰
本
や
陶
増
補
本

の
内
容
で
は
な
く
、
両
佚
書
の
成
立
よ
り
後
に
現
れ
た
「
療
瘴
瘧
常
山
丸
方
」（『
備

急
』
か
ら
の
直
接
の
引
用
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
断
し
が
た
い
）
を
楊
用
道
が
要

約
し
て
付
け
加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
肘
後
備
急
方
』
の
成
立
過
程
や
書
名
に
含
ま
れ
る
「
備
急
」
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
こ
の
書
物
は
薬
方
と
服
用
法
の
紹
介
に
特
化
し
た
便
覧
的
な
性
格
を
持
ち
、

発
病
の
原
理
や
症
状
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

二
―
二
、『
諸
病
源
候
論
』
―
「
瘴
」
の
病
源
と
病
因

「
瘴
」
の
病
原
と
症
状
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
隋
の
巣
元
方
が
六
一
〇
年
に
奉
勅

し
て
編
纂
し
た
病
因
・
病
態
書
『
病
源
論
』
が
、
現
存
す
る
資
料
の
中
で
最
初
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
巣
元
方
の
原
撰
本
は
伝
わ
ら
ず
、
現
存
本
は

す
べ
て
一
〇
二
六
年
に
宋
綬
ら
の
校
訂
を
経
た
宋
改（

（2
（

本
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部

図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
南
宋
刊
本
は
そ
の
一
つ
で
、
現
存
最
古
の
宋
刊
孤
本
と
し
て
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極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
当
該
書
の
「
瘴
」
に
関
す
る
記
載
は
二
箇
所
見
つ
か
る
。

ま
ず
は
、「
巻
十
・
疫
癘
候
」
の
最
後
に
配
属
さ
れ
る
「
瘴
気
候
」
で
あ
る
。
前

述
の
南
宋
刊
本
で
は
、
当
該
節
に
お
い
て
漏
印
が
発
生
し
、「
行
青
草
」
に
続
く
文

章
を
闕
い
て
い
る
。（
本
文
及
び
訓
点
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
行
の
和
刻

本
『
重
刊
巣
氏
諸
病
源
候
総
論（

（2
（

』
に
よ
る
。
以
下
同
様
と
す
る
）

ア　

�

夫
レ

嶺
南
ノ

青
草
黄
芒
瘴
、
猶
如
シ

二

嶺
北
ノ

傷
寒
ノ

一

也
。
南
地
暖
ナ
ル

、
故
ニ

太
陰
ノ

之
時
モ

、
草
木
不
二

黄
落
セ

一

、
伏
蟄
シ
テ

不
二

閉
藏
セ

一

、
雑
毒
因
テ

レ

暖�

ニ

而
生
ズ

。
故
ニ

嶺
南
ハ

従
リ

二

仲
春
一

訖
テ

二

仲
夏
ニ

一

行
リ

二

青
草
ノ

（
以
下
、
欠

失
）

欠
失
の
内
容
は
四
百
十
七
字
に
も
達
す
る
。
そ
の
影
響
は
、
以
後
の
元
刊
本
や

明
刊（

（2
（

汪
済
川
江
瓘
校
本
な
ど
に
も
及
ん
だ
。
小
曾
戸
洋
氏
は
、「『
諸
病
源
候
論
』

の
書
誌
に
つ
い
て（

（2
（

」
に
お
い
て
、
上
述
の
南
宋
・
元
・
明
各
刊
本
の
「
瘴
気
候
」

項
で
発
生
す
る
大
き
な
異
同
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
日
、
北
京
図
書
館
に
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
小
曾
戸
氏
脚
注
：『
北

京
図
書
館
蔵
中
国
医
薬
書
目
』、
一
九
五
四
）。
そ
の
書
影
に
は
「
楊
氏
海
原

閣
蔵
」
と
判
読
で
き
そ
う
な
印
記
が
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
楊
以
増
海
源
閣
の

旧
蔵
書
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
図
版
を
図
一
〇
に
掲
げ
る
が
、
こ

れ
か
ら
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
同
一
版
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

『
儀
顧
堂
題
跋
』
は
こ
の
元
刊
本
に
つ
い
て
、「
明
刊
本
と
対
校
し
て
み
る

と
、
巻
一
〇
の
瘴
気
候
条
は
四
百
七
十
一
字
あ
る
の
に
、
明
刊
本
は
五
十
四

字
あ
る
の
み
で
青
草
瘴
以
下
の
四
百
十
七
字
を
脱
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
字

句
の
誤
脱
は
少
な
く
な
い
。
外
台
秘
要
の
所
引
と
対
校
し
て
み
る
と
こ
の
刊

本
も
ま
た
異
同
が
あ
る
。
日
本
の
蔵
書
家
に
は
南
宋
刊
本
を
有
す
る
も
の
が

あ
る
と
聞
く
が
、
借
校
一
過
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
」
と
述
べ
、
明
刊

本
と
元
刊
本
と
の
校
勘
表
を
『
群
書
校
補
』
に
刻
入
し
て
い
る
。

続
い
て
、
氏
は
「
巻
十
瘴
気
候
」
の
欠
失
部
分
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し

て
い
る
。瘴

気
候
は
明
刊
本
は
五
十
一
字
よ
り
な
る
が
、
元
刊
本
に
は
「
仲
夏
行
青

草
」
の
下
に
さ
ら
に
四
百
二
字
分
の
文
章
が
あ
る
。
南
宋
刊
本
・
李
啓
賢
重

校
本
は
明
刊
本
に
同
じ
く
、
和
刻
本
・
周
学
海
本
は
元
刊
本
に
同
じ
で
あ
る
。

南
宋
刊
本
に
は
版
本
の
時
点
か
ら
こ
の
四
百
二
字
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、 

元
刊
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

「
北
京
図
書
館
」（
現
中
国
国
家
図
書
館
）
所
蔵
の
腰
線
単
辺
魚
尾
元
刊
本
（
以

下
、
国
図
本
）
及
び
も
う
一
つ
の
元
刊
本
で
あ
る
北
京
大
学
図
書
館
蔵
腰
線
双
辺

魚
尾
本
（
以
下
、
北
大
本
）
を
調
べ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
行
青
草
」
ま
で
の

五
十
四
字
し
か
刻
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
続
く
四
百
十
七
字
を
欠
く
こ
と
が

わ
か
る
。
国
図
本
は
、
巻
一
の
第
一
頁
表
の
ほ
か
、「
綱
目
」
の
目
録
題
の
下
に
は

「
楊
氏
海
原
閣
蔵
」
蔵
書
印
が
見
え
る
か
ら
、
小
曾
戸
氏
が
書
影
を
掲
載
し
た
元
刊

本
に
当
た
る
。

と
こ
ろ
が
、
元
刊
本
に
依
拠
し
た
と
さ
れ
る（

（2
（

和
刻
本
、
及
び
『
経
籍
訪
古
志
』
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に
記
載
さ
れ
る
「
高
階
経
宣
蔵
元
刊
本
」
と
「
伊
良
子
氏
蔵
元
刊
本
」（
い
ず
れ
も

現
存
し
な
い
）
の
い
ず
れ
か
を
江
戸
医
学
館
が
影
写
し
た
と
さ
れ
る（

（2
（

影
元
本（
（2
（

に

は
、
現
存
す
る
宋
元
明
諸
本
に
な
い
四
百
十
七
字
が
確
実
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
小
曾
戸
氏
が
「（
国
図
本
の
図
版
）
か
ら
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
同

一
版
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
」
と
す
る
主
張
に
は
疑
問
符
を
打
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
影
元
本
・
巻
十
の
七
葉
ウ
か
ら
八
葉
オ
に
か
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
脱

文
は
、
他
の
頁
と
比
べ
て
字
形
が
や
や
崩
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
巻
十
尾
題
の
位
置
も
国
図
本
と
北
大
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
影

元
本
が
参
照
し
た
の
は
、
現
存
元
刊
本
と
同
一
の
版
本
に
補
刻
さ
れ
た
葉
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
陸
心
源
が
『
群
書
校
補
』
に
お
い
て
明
刊
本
の
校
本
と
し
て
用
い
た
元

刊
本
（
以
下
、
陸
元
本
）
も
存
在
し
た
。
こ
れ
は
『
儀
顧
堂
題
跋
』
で
言
及
さ
れ

た
元
刊
本
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
曾
戸
氏
が
国
図
本
を
紹
介
し
た
直

後
、「
こ
の
元
刊
本
」
と
述
ベ
て
い
る
の
は
、
陸
元
本
を
国
図
本
と
同
一
版
で
あ
る

と
想
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
陸
元
本
に
お
け
る
「
瘴
気
候
」
の

刻
入
字
数
と
脱
落
字
数
に
つ
い
て
は
、
氏
の
論
に
お
い
て
一
貫
し
な
い
箇
所
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、「
五
十
一
」（
刻
入
字
数
）
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
題
名
「
瘴

気
候
」
を
算
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。「
四
百
二
」（
脱
落
字
数
）

は
、
恐
ら
く
『
群
書
校
補
』（
巻
二
十
六
）
に
輯
録
さ
れ
る
陸
元
本
の
「
瘴
気
候
」

本
文
に
付
さ
れ
た
校
記
（「
瘴
季
夏
」
か
ら
「
第
也
」
に
至
る
四
百
零
二
字
、「
仲

夏
行
青
草
」
の
下
に
在
り
）
を
直
接
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
陸
元

本
に
お
け
る
「
瘴
気
候
」
本
文
の
実
際
の
字
数
は
「
四
百
零
二
」
で
は
な
く
、
四

字
少
な
い
三
百
九
十
八
字
で
あ
る
。
加
え
て
、
影
元
本
で
は
「
臓
府
」
と
書
か
れ

て
い
る
箇
所
が
、
陸
元
本
で
は
「
臓
腑
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
陸

元
本
は
現
伝
す
る
元
刊
本
及
び
影
元
本
と
も
異
な
る
別
系
統
の
版
本
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

江
戸
医
学
館
の
影
元
本
及
び
和
刻
本
は
ど
の
よ
う
な
経
路
で
宋
元
刊
本
の
闕
文

を
補
完
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
い
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
さ
て
お
き
、

先
に
言
及
し
た
闕
部
を
有
す
る
和
刻
本
を
も
っ
て
「
瘴
気
候
」
を
補
う
。

イ　

�（
青
草
）
瘴
一

、
季
夏
ヨ
リ

訖
テ

二

孟
冬
ニ

一

、
行
ル

二

黄
芒
瘴
一

。
量
ル

二

其
ノ

用
薬�

ノ

体
性
ヲ

一

、
嶺
南
ノ

傷
寒
、
但タ
ダ

節
気
多
ク
ハ

温
、
冷
薬
小
シ

寒
ナ
ル

二

於
嶺
北
ニ

一

。

時
用
レ
ド
モ

二

熱
薬
ヲ

一

、
亦
減
ズ
ル
コ
ト

二

其
ノ

錙
銖
ヲ

一

、
三
分
ニ
シ
テ

去
ル

レ

二
ヲ

。
但タ

ダ

此
ノ

病
ノ

外
候
小
シ

遅
、
因
ル

二

経
絡
ノ

之
所
伝
ニ

一

、
與
二

傷
寒
一

不
レ

異
。

然�

レ�

ド�

モ

陰
陽
受
ケ

レ

病
ヲ

、
会
二

–

同
シ
テ

表
裏
ニ

一

、
須
ク

三

明
ニ

識
二

患
源
ヲ

一

、
不�

レ�

レ

得
二

妄
ニ

攻
ル
コ
ト
ヲ

一

湯
艾
ヲ
以

。
仮
令
宿モ
ト

患
ヘ

二

痼
熱
ヲ

一

、
今
得
二

瘴
毒
ヲ

一

、
毒

得
テ

レ

熱
ヲ

更
ニ

煩
ス

。
雖
ド
モ

二

形
候
正
盛
ナ
リ
ト

一

、
猶
在
テ

二

於
表
ニ

一

、
未
レ

入
二

腸
胃
ニ

一

、
不
シ
テ

レ

妨
レ

温
ヲ

而
汗
ス

レ

之
ヲ

。
已
入
ル

レ

内
ニ

者
ハ

、
不
レ

妨
レ

平
ヲ

而

下
ス

レ

之
ヲ

。
仮
令
本
有
テ

レ

冷
、
今
得
二

温
瘴
一

、
雖
二

暴ニ
ワ
カ
ニ

肛（
（2
（

熱
煩
満
ス
ト

一

、

視
バ

レ

寒
ヲ

正
ニ

須モ
テ

二

温
薬
一

汗
ス
ベ
シ

レ

之
ヲ

。
汗
シ
テ

レ

之
不
ズ
ン
バ

レ

歇
、
不
シ
テ

レ

妨
二

寒
薬
一

下
ス

レ

之
ヲ

。（
中
略
）
治
シ
テ

不
レ

差
、
成
ル

二

黄
疸
ト

一

。
黄
疸
不
レ
バ

レ

差
、

為
ル

二

尸
疸
ト

一

。
尸
疸
ノ

疾
ハ

者
、
嶺
南
ノ

中
ノ

瘴
気
、
土
人
連
歴
シ
テ

不
レ

差
、

変
ジ
テ

成
ル

二

此
病
ト

一

、
不
レ

須
レ

治
也
。
嶺
北
ノ

客
人
ハ

、
猶
得
ン

二

斟
酌
シ
テ

救�
コ�

ト�

ヲ
一
レ

之
。（
後
略
）

以
上
の
検
討
を
も
と
に
、
南
宋
刊
本
の
残
文
と
合
わ
せ
て
、「
瘴
気
」
の
名
義
と
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「
瘴
気
症
」
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
四
点
に
整
理
で
き
る
。

1
．�「
瘴
気
候
」
で
言
及
さ
れ
る
「
瘴
気
」
は
、
嶺
南
特
有
の
現
象
で
あ
り
、
南

方
は
温
暖
な
た
め
、
虫
が
冬
ご
も
り
を
せ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
瘴
毒
が
生

じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

2
．�

ま
た
、「
瘴
気
症
」
の
病
原
で
あ
る
「
瘴
気
」
は
、
名
前
の
通
り
、「
気
」

の
形
態
で
存
在
す
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。「
瘴
気
症
」
は
、
症
状
と
経
絡
で
の

所
伝
、
な
い
し
そ
れ
に
対
応
す
る
薬
方
（
た
だ
、
用
薬
の
量
と
時
期
に
は

小
異
が
あ
る
）
は
、
嶺
北
の
傷
寒
と
同
様
で
あ
る
か
ら
、
傷
寒
大
類
の
病

気
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

3
．�

季
節
に
応
じ
て
、
仲
春
（
二
月
）
か
ら
仲
夏
（
五
月
）
の
間
で
流
行
す
る

瘴
気
は
「
青
草
瘴
」、
季
夏
（
六
月
）
か
ら
孟
冬
（
十
月
）
の
間
で
発
生
す

る
瘴
気
は
「
黄
芒
瘴
」
と
称
す
る
。

4
．�

患
者
が
瘴
気
に
冒
さ
れ
る
前
に
す
で
に
「
熱
」
が
あ
る
場
合
、
そ
の
症
状

は
通
常
の
瘴
疾
よ
り
も
深
刻
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
冷
」（
悪
寒
）
が
あ
る

場
合
は
、「
瘴
」
に
か
か
っ
て
も
傷
寒
の
治
療
法
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

治
療
を
受
け
て
も
回
復
し
な
い
場
合
は
「
黄
疸
」
に
転
じ
、
長
期
に
わ
た
っ

て
「
黄
疸
」
に
罹
患
す
る
と
、
最
終
的
に
は
「
尸
疸（

（3
（

」
に
至
っ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
、
瘴
に
つ
い
て
の
記
載
は
も
う
一
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
巻
十

一
の
「
山
瘴
瘧
候
」
に
あ
る
一
節
で
あ
る
。

ウ　

�

此
病
ハ
生ナ
ル

二

於
嶺
南
ニ

一

、
帯
ブ

二

山
瘴
之
気
ヲ

一

、
其
ノ

状
、
発
シ

二

寒
熱
ヲ

一

、
休

作
有
レ

時
、
皆
由
テ
ノ

下
埉
ム

二

溪
源
嶺
嶂
ヲ

一

湿
毒
ノ

気
ニ

上

故
也
。
其
病
重
シ

二

於

傷
暑
ノ

之
瘧
ヨ
リ
モ

一

。

「
瘴
気
症
」
と
同
様
に
、「
山
瘴
瘧
」
も
嶺
南
特
有
の
病
気
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
山
瘴
瘧
候
」
が
収
め
ら
れ
る
巻
十
一
は
、「
瘧
諸
病
」
と
い
う
副
題
を
持
ち
、
字

面
の
通
り
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
「
諸
瘧
」
の
病
因
と
病
態
を
紹
介
し
て
い
る
。
し

か
も
、「
寒
熱
、
休
作
」
や
「
其
病
重
於
傷
暑
之
瘧
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
こ
の

病
は
傷
寒
類
に
属
す
る
「
瘴
気
症
」
と
は
異
な
り
、
明
ら
か
に
瘧
類
に
分
類
さ
れ

る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、『
外
台
方
』（
巻
五
・
山
瘴
瘧
方
）
に
は
、
左
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

エ　

�『
小
品
』、
療
二

山
瘴
瘧
一

。
陵リ

ヨ
ウ

鯉リ

甲カ
フ

湯
。
南
方
山
嶺
渓
源
、
瘴
気
毒
作
。

寒
熱
発
作
無
レ

時
、
痿ヰ

黄ク
ワ
ウ

、
腫
満
、
四
肢
痺
弱
、
皆
山
毒
所
レ

為
也
。（
薬

方
略
）
出
二

第
六
巻
中
一

。
千
金
・
文
仲
・
備
急
・
経
心
録
並
同
。

「
小
品
」
は
、『
小
品
方
』
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
山
瘴
瘧
」
を
治
療
す

る
「
陵
鯉
甲
湯
」
の
薬
方
と
そ
の
製
法
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
そ
の
病

原
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、「
南
方
の
山
嶺
や
渓
流
で
瘴
気
毒
が
発
生

し
、
そ
の
山
毒
に
よ
っ
て
、（
Ⅰ
）
寒
熱
が
不
定
期
に
発
作
し
、（
Ⅱ
）
筋
力
の
低

下
や
黄
疸
が
生
じ
、（
Ⅲ
）
む
く
み
が
現
れ
、
四
肢
の
痺
れ
や
虚
弱
と
い
っ
た
症
状

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
瘴
気
と
は
南
方
の
山
渓

か
ら
生
じ
る
毒
気
で
あ
り
、（
Ⅰ
）
瘧
、（
Ⅱ
）
黄
病
（
病
源
論
巻
十
二
）、（
Ⅲ
）

脚
気
、
な
ど
の
致
病
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
ら
れ
る
重
出
医

書
は
、
い
ず
れ
も
『
小
品
方
』
よ
り
後
に
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
山
瘴

瘧
」
と
い
う
病
の
初
出
は
五
世
紀
成
立
の
『
小
品
方
』
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
前
節
で
葛
原
撰
本
の
『
葛
氏
方
』
に
お
け
る
「
瘴
瘧
」
の
存
在
が
否
定
さ
れ
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た
こ
と
か
ら
、
後
世
の
「
瘴
瘧
」
と
い
う
名
称
は
、「
山
瘴
瘧
」
の
「
山
」
の
字
が

省
略
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、「
山
瘴
瘧
候
」
と
い
う
徴
候
名
が
宋
刊
本
の
総
目
録
お
よ
び
巻
十
一
の
巻

目
録
に
お
い
て
「
山
嶂
瘧
候
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
。

二
―
三
、『
医
心
方
』
―
も
う
一
つ
の
「
瘴
」

『
医
心
方
』
は
、
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
、
花
山
天
皇
の
永
観
二
年
（
九

八
四
）
に
朝
廷
へ
進
上
さ
れ
た
、
日
本
現
存
最
古
の
医
学
全
書
で
あ
る
。

『
医
心
方
』
の
疾
病
分
類
は
『
病
源
論
』
を
踏
ま
え
て
お
り
、
同
書
が
最
大
の
引

用
源
で
も
あ
る
。
そ
の
引
用
文
に
は
宋
改
以
前
の
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

『
病
源
論
』
や
『
千
金
方
』
と
い
っ
た
宋
改
を
経
た
医
書
の
原
形
を
知
る
た
め
の
不

可
欠
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
葛
氏
方（

（3
（

』
を
は
じ
め
、『
録

験
方
』
や
『
集
験
方
』
な
ど
の
佚
書
か
ら
の
引
用
も
多
く
見
ら
れ
、『
外
台
方
』
と

同
様
に
、
佚
書
を
輯
録
す
る
た
め
の
貴
重
な
参
考
文
献
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い

る
。周

知
の
よ
う
に
、
現
存
最
古
の
『
医
心
方
』
写
本
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の

半
井
家
旧
蔵
本
の
中
の
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
加
点
本
二
十
五
巻
（
以
下
、
半

井
家
本
）
で
あ
る
。
書
写
年
代
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
が
、
天
養
二
年
を
遡
る
こ

と
遠
く
な
い
平
安
時
代
後
期
に
見
積
も
っ
て
お
け
ば
無
難
で
あ
る（

（3
（

。

杉
立
義
一
氏
に
よ
れ
ば
、
康
頼
の
原
撰
本
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
最
も
初
期

の
写
本
に
は
、
清
書
本
（
進
上
本
）、
医
家
本
（
丹
波
家
控
本
。
そ
の
系
統
に
は
重

忠
本
と
重
基
本
が
あ
っ
た
）、
及
び
宇
治
本
（
宇
治
入
道
太
相
国
藤
原
頼
道
に
進
呈

さ
れ
た
本
）
の
三
種
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る（
（3
（

。
半
井
家
本
に
お
い
て
「
御
本
」（
巻

八
の
表
紙
見
返
し
）
と
称
さ
れ
る
書
写
底
本
、
も
し
く
は
そ
の
底
本
の
祖
本
は
、

「
平
安
時
代
中
期
の
写
本
、
す
な
わ
ち
丹
波
康
頼
撰
述
の
原
本
、
も
し
く
は
そ
の
原

本
を
忠
実
に
写
し
た
系
統
本
（
筆
者
注
：
清
書
本
系
統（

（3
（

）」
と
見
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、
江
戸
時
代
ま
で
完
本
（
全
三
十
巻
）
が
伝
存
し
て
い
た
仁
和
寺
本
（
現
存
五

巻
）
は
、
丹
波
憲
基
が
医
家
本
の
重
基
本
を
も
と
に
、
九
条
兼
実
所
蔵
の
宇
治
本

（
或
い
は
そ
の
系
統
本
）
を
借
り
て
移
点
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

こ
こ
で
、
半
井
家
本
を
底
本
に
、
仁
和
寺
本
の
多
紀
元
悳
臨
写
本（

（3
（

を
も
っ
て
校

合
し
、
巻
十
四
に
収
録
さ
れ
る
「
治
嶂
瘧
方
第
十
九
」（
①
～
④
）
及
び
同
巻
「
避

傷
寒
病
方
第
二
十
五
」
の
「
度
嶂
散
方
」（
⑤
）
の
翻
刻
文
（
訓
点
は
原
本
の
ま

ま
）
を
次
の
よ
う
に
作
成
す
る
。
通
し
番
号
・
傍
線
と
丸
カ
ッ
コ
内
の
内
容
は
筆

者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

①　

�（
巻
十
四
）
治
嶂
瘧
方
第
十
九

②　

�『
病
源
論
』
云
、
山
嶂
瘧
、
此
病
生ナ
ル

於
嶺
南
、
帯
タ
レ
バ
ナ
リ

山
嶂
之
気
也
。
其

状
、（
仁
和
寺
本
：「
発
」
あ
る
）
寒
熱
休
作
有
時
、
皆
由
挟
溪
源
嶺
嶂

毒
気
故
也
。
其
病
重
於
傷
暑
之
瘧
。（
→
二
―
二
ウ
）

③　

�『
耆
婆
方
』
治
瘴
瘧
要
方
（
右
傍
注
に
「〈
朱
〉
宇
治
本
無
〈
別
筆
、
墨
〉

之
、
医
本
等
有
之
」
と
あ
る
）（
方
略
）

④　
�『

録
験
方
』
治
瘧
及
嶂
気
方
（
方
略
）

（
同
巻
・
避
傷
寒
病
方
第
二
十
五
）

⑤　

�（『
葛
氏
方
』）
又
云
、
度
嶂
散
、
辟
嶂
山
悪
気
。
若
有
黒
霧
欝
勃
シ

、
及

西
南
温
風
、
皆
為
疫
癘
之
候
。（
方
略
）（
→
二
―
一
ア
）
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「
瘴
」・「
嶂
」
の
表
記
に
限
っ
て
言
え
ば
、
半
井
家
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
仁

和
寺
本
の
表
記
は
、
半
井
家
本
の
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
③
を
除
き
、

そ
の
他
の
各
条
で
は
す
べ
て
「
嶂
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
た
い
。
た

だ
し
、
③
の
「
耆
婆
方（

（3
（

」
の
右
傍
に
は
、「
宇
治
本
に
当
該
条
が
な
く
、
医
本
（
医

家
本
に
同
じ
）
な
ど
に
は
当
該
条
が
あ
る
」
と
い
う
旨
の
注
記
が
天
養
二
年
の
加

点
時
に
施
さ
れ
て
い
た
。
天
養
二
年
の
時
点
で
、
医
家
本
系
統
は
丹
波
家
の
分
家

に
よ
り
、
度
重
な
る
伝
写
と
添
削
を
経
て
い
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。
そ
れ
に
比
べ
て
、
宇

治
本
は
古
態
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
③
の
『
耆
婆
方
』

条
は
、
康
頼
の
原
撰
本
に
は
存
在
せ
ず
、
医
家
本
系
統
の
伝
写
過
程
に
お
い
て
添

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

半
井
家
本
は
書
写
が
完
成
し
た
後
、
現
存
し
て
い
な
い
宇
治
本
や
医
家
本
な
ど

を
以
て
二
度
以
上
の
校
合
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
校
合
の
対
象
は
字
句
か
ら

文
章
の
異
同
に
及
ん
で
お
り
、
校
記
は
朱
書
や
墨
書
で
本
文
の
傍
に
記
さ
れ
て
い

る
。
前
引
す
る
各
条
で
は
、「
嶂
」
を
校
正
す
る
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
宇
治

本
や
医
本
な
ど
も
同
じ
表
記
を
使
っ
て
い
た
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
半

井
家
本
に
は
「
瘴
」・「
嶂
」
の
表
記
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
中
期

の
抄
者
は
二
字
の
形
態
を
正
確
に
把
握
し
て
お
り
、
誤
写
を
犯
さ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
諸
本
の
祖
本
で
あ
る
丹
波
康
頼
の
原
撰
本
は
、「
嶂
」
の
表

記
に
お
い
て
現
存
写
本
と
異
な
ら
な
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
「
嶂
」
と
「
瘴
」
が
「
瘴
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
中
国
医
書
の

宋
以
後
刊
本
に
比
べ
て
、『
医
心
方
』
に
書
か
れ
た
内
容
は
、
ま
さ
に
諸
中
国
医
書

の
原
初
形
態
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿

で
こ
こ
ま
で
「
嶂
」
の
表
記
を
考
慮
せ
ず
、「
瘴
」
の
表
記
に
拠
っ
て
引
用
し
て
き

た
中
国
医
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
再
考
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

二
―
四
　
中
国
医
書
に
お
け
る
「
瘴
」
の
表
記
の
復
原

前
節
の
結
論
を
踏
ま
え
、
各
中
国
医
書
の
宋
（
明
）
刊
本
以
前
の
原
初
形
態
を

推
定
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
医
心
方
』
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
直
ち
に
訂
正
で
き

る
書
物
か
ら
始
め
る
。
隋
に
成
立
し
て
か
ら
宋
改
を
経
た
『
病
源
論
』
に
お
い
て

「
山
瘴
瘧
」
や
「
山
瘴
之
気
」（
二
―
一
ア
）
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、『
医
心

方
』
の
第
②
条
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
山
嶂
瘧
」
と
「
山
嶂
之
気
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
二
―
二
の
末
尾
で
触
れ
た
宋
刊
本
の
総
目
録
お
よ
び
巻
目
録
に
見
ら

れ
る
「
山
嶂
瘧
候
」
と
い
う
表
記
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
巣
元
方
が
『
病
源
論
』

を
著
し
た
当
初
、「
山
嶂
瘧
」
と
い
う
表
記
を
採
用
し
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高

い
。
そ
も
そ
も
、『
病
源
論
』
の
引
用
文
中
に
は
「
溪
源
嶺
嶂
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
か
ら
、「
山
瘴
瘧
」
よ
り
も
「
山
嶂
瘧
」
の
表
記
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

元
刊
本
系
統
の
諸
本
で
は
巻
目
録
が
削
除
さ
れ
、
総
目
録
の
「
山
嶂
瘧
」
も
正
文

に
合
わ
せ
て
「
山
瘴
瘧
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

『
医
心
方
』
第
④
条
に
引
用
さ
れ
る
『
録
験
方
』
は
、
唐
初
の
甄
権
が
撰
し
た

『
古
今
録
験
方
』（
五
十
巻
）
で
あ
る
。
原
本
は
散
佚
し
て
参
照
で
き
な
い
が
、『
医

心
方
』
や
『
外
台
方
』
な
ど
の
医
学
全
書
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
対

校
し
て
輯
佚
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。『
医
心
方
』
に
記
さ
れ
る
「
④
『
録
験

方
』
治
瘧
及
嶂
気
方
」、
及
び
『
外
台
方
』
に
引
用
さ
れ
る
別
の
薬
方
で
あ
る
「『
古

今
録
験
』
瘴
瘧（

（3
（

及
嶂
気
常
山
酒
方
」
に
よ
る
と
、「
瘧
」
を
引
き
起
こ
す
毒
気
は

「
瘴
気
」
で
は
な
く
、「
嶂
気
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
宋
臣
ら
が

『
外
台
方
』
を
校
訂
す
る
際
、
古
医
書
に
あ
る
「
嶂
」
や
「
障
」
な
ど
を
「
瘴
」
に
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統
一
し
よ
う
と
し
た
が
、『
古
今
録
験
』
の
「
嶂
」
を
見
過
ご
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
か
え
っ
て
医
書
の
旧
態
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

前
述
の
『
病
源
論
』
の
目
録
に
お
け
る
「
山
嶂
瘧
」
は
『
外
台
方
』
と
共
通
し
て

い
る
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
述
べ
る
と
、『
外
台
方
』
所
引
の
『
小
品
方
』
の
「
療�

二

山
瘴
瘧
一

。
陵
鯉
甲
湯
。
南
方
山
嶺
渓
源
、
瘴
気
毒
作
。
寒
熱
発
作
無
レ

時
、
痿ヰ

黄ク
ワ
ウ

、
腫
満
、
四
肢
痺
弱
、
皆
山
毒
所
レ

為
也
」（
二
―
二
エ
）
と
い
う
佚
文
に
お
け

る
「
瘴
」
は
、「
南
方
」
よ
り
「
山
嶺
」
や
「
山
毒
」
と
の
関
連
性
が
強
い
こ
と
か

ら
、
も
と
も
と
は
「
嶂
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。

『
肘
後
方
』
に
あ
る
「
度
瘴
散
、
辟
山
瘴
悪
気
」
の
一
文
に
つ
い
て
、『
医
心
方
』

第
⑤
条
で
は
、
楊
用
道
の
補
訂
を
経
な
い
陶
増
補
本
の
一
種
と
思
わ
れ
る
『
葛
氏

方
』
の
引
用
で
「
度
嶂
散
、
辟
嶂
山
悪
気
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
医
心

方
』
よ
り
約
六
十
年
前
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』
に
も
同
文
の
引
用
で
同
様
の
表

記
が
使
わ
れ
て
い
る（

（4
（

た
め
、
陶
増
補
本
は
最
初
か
ら
「
度
嶂
散
、
辟
嶂
山
悪
気
」

と
作
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
度
嶂
散
を
収
録

す
る
章
題
「
治
瘴
気
疫
癘
」
も
「
治
嶂
気
疫
癘
」
と
復
原
す
べ
き
で
あ
る
。

作
品
の
成
立
順
に
沿
い
、
も
う
一
度
整
理
し
て
み
よ
う
。
附
広
を
経
な
い
『
葛

氏
方
』
に
お
け
る
「
瘴
」
は
「
嶂
」
と
作
っ
て
い
た
。「
嶂
気
」
は
そ
の
山
偏
か
ら

直
観
で
き
る
よ
う
に
、
南
北
を
問
わ
ず
、
山
中
の
毒
気
全
般
を
指
し
て
い
た
。「
嶂

気
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
嶂
気
症
」
は
、
疫
癘
類
に
近
い
病
気
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、「
山
嶂
瘧
」
と
称
さ
れ
る
病
も
存
在
し
た
。
そ
の
発
症
要
因
と
し
て
、

『
小
品
方
』
で
は
「（
Ａ
）
南
方
」
と
「（
Ｂ
）
山
嶺
渓
源
・
山
毒
」
を
挙
げ
、『
病

源
論
』
で
は
「（
Ａ
）
嶺
南
」
と
「（
Ｂ
）
山
嶂
之
気
・
埉
溪
源
嶺
嶂
湿
毒
気
」
が

示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
Ａ
）
類
の
「
南
方
の
酷
暑
」
と
（
Ｂ
）
類
の
「
山

渓
の
毒
気
」
が
、「
山
嶂
瘧
」
を
引
き
起
こ
す
主
要
な
病
因
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「
山
嶂
瘧
」
は
「（
疫
癘
類
の
）
嶂
気
症
」
と
、「
傷
暑
之
病
」
で
あ
る
「
瘧
」
と
の

併
発
症
で
あ
る
。
そ
の
南
方
特
有
の
「
山
嶂
瘧
」
を
誘
発
す
る
毒
気
に
つ
い
て
、

『
小
品
方
』
お
よ
び
『
古
今
録
験
方
』
で
は
、「
疫
癘
類
」
の
病
原
と
同
様
に
「
嶂

気
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
医
書
以
外
の
文
献
に
見
ら
れ
る
特
異
な
「
瘴
気
症
」
の
一
群
が
想
起

さ
れ
る
。
例
え
ば
、
慧
皎
『
高
僧
伝
』（
五
一
九
年
成
立
）「
宋
黄
龍
釋
曇
無
竭
伝
」

に
は
、「
経
二

–

歴
亀
茲
、
沙
勒
諸
国
一

、
登
二

葱
嶺
一

、
度
二

雪
山
一

、
障
気
千
重
、
層
冰

万
里（

（4
（

」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
青
海
か
ら
新
疆
に
か
け
て
の
西
域
の
高
山
に
流
行

す
る
毒
気
が
「
障
気
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
障
気
」
は
、『
南
斉
書
』「
河

南
伝
」
に
記
載
さ
れ
る
吐
谷
渾
（
青
海
西
寧
周
辺
）
の
「
鄣
気（

（4
（

」、
お
よ
び
『
魏

書
』「
高
宗
紀
」
に
見
ら
れ
る
西
平
周
辺
の
「
瘴
気（

（4
（

」
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
。
現

代
の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
「
瘴
気
」
を
例
外
種
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
誘
発
さ
れ
る
病
気
を
南
方
の
瘴
気
症
と
は
全
く
無
関
係
な
高
山
病
と
見
な
し
て

い
る（

（4
（

。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
「
瘴
」
と
い
う
表
記
に
引
き
ず
ら
れ
た
結
果
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

嶺
南
と
北
西
一
帯
は
、
多
山
と
い
う
特
徴
を
共
有
す
る
。
ま
た
、
両
地
域
は
い

ず
れ
も
権
力
の
中
枢
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
に
位
置
す
る
た
め
、
海
抜
に
関
す
る

知
識
が
乏
し
か
っ
た
前
近
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
漂
う
「
瘴
気
」

は
同
じ
性
質
の
も
の
、
す
な
わ
ち
「
山
渓
の
毒
気
」
と
認
識
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
例
え
ば
、「
は
じ
め
に
」
に
引
用
し
た
『
文
選
』
の
劉
孝
標
「
広
絶
交
論
」
の

「
流
二

–

離
大
海
之
南
一

、
寄
二

–

命
鄣
癘
之
地
一

」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、
唐
の
呂
向
は
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「
鄣
、
山
。
癘
、
悪
気
。
言
三

流
二

–

離
遠
悪
之
処
一 （

（4
（

」
と
注
釈
し
て
い
る
。
こ
の
「
大

海
之
南
」
で
発
生
す
る
「
鄣
癘
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
山
」
と
「
遠
悪
」
の
要
素

だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
四
六
年
に
成
立
し
た
『
大
唐
西
域
記
』
の

巻
十
で
は
、
現
在
の
イ
ン
ド
北
部
に
あ
っ
た
迦カ

摩マ

縷ル

波ハ

国
に
つ
い
て
、「
境
接
二

西

南
夷
一

（
中
略
）
然
山
川
険
阻
、
嶂
気
・
氛
沴
・
毒
蛇
・
毒
草
、
為
レ

害
滋
マ
ス
〳
〵

甚（
（4
（

」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
広
絶
交
論
」
と
同
様
に
、
こ
の
記
述
で
は
、「
嶂
気
」
が
西

南
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
方
位
的
特
徴
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、

「
山
川
」
と
「
毒
」
の
要
素
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

巣
元
方
は
、
南
方
特
有
の
「
嶂
気
」
と
、
山
中
の
毒
気
と
し
て
の
「
嶂
気
」
と

は
別
物
で
あ
る
と
い
う
問
題
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
方
特
有
の
「
嶂
気
」

を
系
統
的
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
巣
氏
は
長
い
説
明
文
を
書
き
、
最
終
的
に
出
来

上
が
っ
た
の
は
、『
病
源
論
』
巻
十
の
最
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
、
先
掲
の
「
瘴
気

候
」
で
あ
る
。「
瘴
気
候
」（
二
―
二
ア
・
イ
）
に
あ
る
内
容
は
、
ほ
か
の
医
書
に

お
い
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
た
め
、
対
校
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

『
病
源
論
』
作
成
当
初
も
「
瘴
気
候
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
理
由
と
し
て
、
以
下
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ａ
）
全
文
に
わ
た
っ
て
「
山
」
へ
の
言
及
は
な
い
。（
証
拠
）

ｂ
）�

同
じ
く
嶺
南
特
有
の
「
山
嶂
瘧
」
の
病
因
で
あ
る
「
嶂
気
」
と
区
別
す

る
。（
動
機
）

ｃ
）�

同
著
後
文
の
「
山
嶂
之
気
」
や
「
山
嶂
瘧
」
と
区
別
す
る
。（
動
機
）

ｄ
）�

所
属
病
種
の
「
疫
癘
」
の
病
垂
れ
（
疒
）
に
迎
合
す
る
。（
動
機
）

と
こ
ろ
が
、「
嶺
南
の
瘴
は
な
ほ
嶺
北
の
傷
寒
の
如
し
」
と
い
う
説
明
と
「
山
渓

毒
」
要
素
の
不
在
は
さ
ら
な
る
混
乱
を
招
い
た
。
つ
ま
り
、
前
述
の
「
疫
癘
」
を

も
た
ら
す
「
嶂
気
」
と
、「
山
嶂
瘧
」
の
病
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
嶂
気
」
に
加
え

て
、「
傷
寒
大
類
」
に
近
い
第
三
種
の
「
瘴
気
」
が
巣
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
説
が
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

「
瘴
気
」
を
南
方
特
有
の
も
の
と
す
る
定
義
は
、「
或
謂
」
な
ど
の
形
で
後
世
の
医

書
に
浸
透
し
、「
瘴
」
と
い
う
表
記
の
統
一
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら

れ
る
。

そ
も
そ
も
「
疫
癘
類
」
の
「
嶂
気
」
や
「
度
嶂
散
」
に
見
ら
れ
る
「
嶂
」
は
、
本

来
の
意
味
か
ら
考
え
る
と
「
山
偏
」
で
表
記
す
る
ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、「
山
の
隔
た
り
」
を
意
味
す
る
「
嶂
（
鄣
）」
は
、『
病
源
論
』
の
「
瘴
気
候
」

や
医
書
以
外
の
文
献
か
ら
の
強
い
影
響
を
受
け
、
次
第
に
「
瘴
」
と
い
う
形
に
変

化
し
て
い
っ
た
。「
嶂
気
」
が
「
瘴
気
」
と
な
っ
た
こ
と
で
、
山
の
意
味
合
い
が
薄

れ
、
主
に
南
方
の
毒
気
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
山
中
の
毒
気
」
と
い

う
も
う
一
つ
の
意
味
が
見
過
ご
さ
れ
る
に
つ
れ
、「
山
嶂
瘧
」
は
「
山
瘴
瘧
」（
宋

改
病
源
論
や
外
台
方
な
ど
）
と
な
り
、
最
終
的
に
は
「
山
」
も
省
略
さ
れ
、「
瘴

瘧
」
に
簡
略
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
耆
婆
方
』
に
見
ら
れ
る
「
治
瘴
瘧
」
や
、

『
録
験
方
』
の
「
療
瘴
瘧
」
も
、
こ
う
し
た
過
程
の
産
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、

「
疫
癘
類
」
の
「
嶂
」
で
あ
れ
「
瘧
類
」
の
「
嶂
」
で
あ
れ
、
現
存
す
る
宋
改
以
後

の
医
書
で
は
、
例
外
な
く
「
瘴
」
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
嶂
気
」
の
名
残
は
、

「
度
嶂
散
」
や
「
治
嶂
気
方
」
と
い
っ
た
形
で
の
み
伝
存
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
、「
瘧
」
で
す
ら
省
略
さ
れ
、「
瘴
」
の
一
字
だ
け
で
「
山
嶂
瘧
」

を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
―
四
で
引
用
し
た
『
備
急
』
の
「
夫
瘴
与
瘧
、
分
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作
両
名
、
其
実
一
致
」
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。「
瘴
」
と
言
え
ば
、
自
然

に
「
南
方
の
瘴
瘧
」
を
想
起
す
る
と
い
う
先
入
観
が
人
々
に
広
く
浸
透
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

北
宋
の
趙
佶
が
勅
撰
し
た
『
聖
済
総
録（

（4
（

』
に
は
、「
論
曰
、
伝
言
、
瘴
者
、
山

川
癘
毒
之
気
。
又
云
、
江
山
霧
気
多
レ

瘴
。（
中
略
）
今
原タ
ヅ

二

広
南
山
川
地
形
瘴
気
所

レ

生
之
因
一
（
後
略
）」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
編
纂
者
は
、
先
人
が
唱
え
た
「
瘴
気

は
山
川
の
毒
気
で
あ
る
」
と
い
う
説
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
そ
れ
を

活
用
し
、
広
南
地
方
は
山
川
が
多
い
た
め
瘴
気
が
盛
ん
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
後
文
で
は
「
瘴
気
独
盛
二

於
広
南
一

」
と
述
べ
、
北
西
地
方
の
「
嶂
気
」

は
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
瘴
気
は
嶺
南
特
有
の
現
象
と
さ
れ
、

「
瘴
」
と
い
う
文
字
に
は
本
来
存
在
し
な
い
「
暑
熱
」
と
い
う
属
性
が
付
与
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
瘴
瘧
は
「
傷
暑
之
病
」
で
あ
る
ゆ
え
、
暑
熱
の
南
方
で

瘴
気
に
感
染
す
る
と
、
自
然
に
瘴
瘧
へ
と
転
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、『
聖
済

総
録
』
で
「
瘴
気
」
と
「
瘴
瘧
」
が
共
に
「
瘧
病
門
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
根
本

的
な
理
由
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
る
中
国
医
書
が
古
態
を
残
存
し
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
た
う
え
で
、「
瘴
」
の
表
記
を
復
元
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
中
国
医
書

に
お
け
る
「
嶂
」
か
ら
「
瘴
」
へ
の
表
記
の
変
遷
の
経
緯
を
推
定
し
、
そ
の
結
果

を
付
録
の
図
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
現
在
私
た
ち
が
熟
知
す
る
「
南
方
の

毒
気
」
を
意
味
す
る
「
瘴
気
」
だ
け
で
な
く
、
よ
り
原
義
に
近
い
「
山
渓
の
毒
気
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
「
嶂
気
」
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
瘴
瘧
」
は
南
宋
に
入
る
と
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
、
王
棐
は
「
指
迷
方
瘴
瘧
論
」

に
お
い
て
、
こ
れ
を
「
冷
瘴
」
や
「
熱
瘴
」、
ま
た
「
瘂
瘴
」
な
ど
に
分
け
て
い
る
。

元
の
釈
継
洪
が
編
纂
し
た
『
嶺
南
衛
生
方
』
は
「
瘴
瘧
論
」
の
到
達
点
と
言
え
る
。

一
方
、
医
書
を
含
む
諸
典
籍
に
お
け
る
「
し
や
う
」
の
表
記
が
「
瘴
」
へ
と
統

一
さ
れ
る
過
程
は
明
代
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、

「
瘴
気
」
と
全
く
無
関
係
な
眼
疾
に
お
い
て
も
「
内
瘴（

（4
（

」
と
表
記
さ
れ
る
病
気
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病
気
に
つ
い
て
記
述
す
る
際
、「
疒
」
と
い
う
部
首
は
、

前
述
し
た
ほ
か
の
部
首
に
比
べ
て
個
性
が
乏
し
く
、
殆
ど
無
意
味
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

呉
可
性
は
、
最
初
の
温
疫
専
論
『
温
疫
論
』（
明
末
成
立
）
の
巻
下
に
収
録
さ
れ

る
「
正
名
」
と
い
う
一
節
に
お
い
て
、「
温
」
と
「
瘟
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

『
傷
寒
論
』
曰
、
発
熱
而
渇
、
不
二

悪
寒
一

者
為
二

温
病
一

。
後
人
省
レ
「
氵
」
加�

レ

「
疒
」
為
レ

「
瘟
」、
即
「
温
」
也
。
如
二

病
證
之
「
證
」、
後
人
省
レ

文
作
一
レ

「
証
」、
嗣
後
省
レ

「
言
」
加
レ

「
疒
」
為
レ

「
症
」。（
中
略
）
要
レ

之
、
古
無
二

瘟
・
痢
・
症
三
字
一

、
蓋
後
人
之
自
為
二

変
易
一

耳
、
不
下
レ

可
因
レ

易
二

其
文
一

、

以�

二

温
・
瘟
一

為
中

両
病
上 （

（4
（

。

「
瘟
疫
」、「
温
疫
」、「
温
病
」
は
異
名
同
体
の
病
気
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
悪
寒
を

伴
わ
な
い
傷
寒
類
の
「
温
病
」
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
主
張
の
妥

当
性
は
と
も
か
く
と
し
て（

（5
（

、「
瘟
」
と
い
う
字
は
も
と
も
と
存
在
せ
ず
、
後
世
の
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人
々
が
「
氵
」
を
省
略
し
、「
疒
」
を
付
け
て
「
瘟
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
説
に
は
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。「
瘴
」
も
ま
さ
に
同
様
の
経
路
を
た
ど
っ
て

変
容
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
瘴
」
の
表
記
が
最
終
的
に
定
着
し
た
の
は
清
代
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
三
国
志
』

の
南
宋
刊
本
や
明
刊
南
北
監
本
な
ど
で
は
「
日
南
鄣
気
」（
魏
書
・
公
孫
瓚
伝
）
や

「
歳
有
二

旧
風
障
気
之
害
一

」（
呉
書
・
陸
胤
伝
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
清
乾
隆
四

年
（
一
七
三
九
）
武
英
殿
本
で
は
す
べ
て
「
瘴
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

本
文
に
付
さ
れ
る
「
考
証
」
に
は
、「
監
本
誤
作
二

鄣
気
一

、
今
改
正
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
表
記
は
近
現
代
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
第
二
節
で
言
及
し
た
『
大

唐
西
域
記
』
の
「
嶂
気
・
氛
沴
」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、
京
都
帝
大
文
科
大
学

編
『
考
異
索
引
』
で
は
「
疑
当
レ

作
レ

瘴（
（5
（

」
と
校
注
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
外
台

方
』
所
引
の
『
録
験
方
』
の
「
瘴
瘧
及
嶂
気
」
に
つ
い
て
も
、
高
文
柱
氏
は
「
嶂

気
、
疑
当
レ

作
二

瘴
気
一 （

（5
（

」
と
注
釈
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
瘴
」
は
「
障
」
や

「
嶂
」
と
い
っ
た
表
記
に
代
わ
り
、
も
は
や
疑
う
余
地
の
な
い
正
統
な
表
記
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

（
4
）	�

兪
紹
初
・
劉
群
棟
・
王
翠
紅
点
校
『
新
校
訂
六
家
注
文
選
』（
鄭
州
大
学
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
）
底
本
に
は
、
奎
章
閣
六
家
注
活
字
本
を
使
用
。
下
同
。

（
5
）	�

張
軻
風
「
従
「
障
」
到
「
瘴
」：「
瘴
気
」
説
生
成
的
地
理
空
間
基
礎
」（『
中
国
歴
史

地
理
論
叢
』
第
二
十
四
巻
第
二
輯
、
二
〇
〇
九
年
）、
左
鵬
「「
瘴
气
」
之
名
与
実
商

榷
」（『
南
開
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
一
年
五
月
）。

（
6
）	�

左
（
二
〇
〇
二
）。

（
7
）	�

周
祖
謨
編
『
唐
五
代
韻
書
集
存
（
下
冊
）』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

（
8
）	�〔
梁
〕
顧
野
王
編
、〔
北
宋
〕
陳
彭
年
重
修
、
沢
存
堂
本
影
印
『
宋
本
玉
篇
』（
中
国

書
店
、
一
九
八
三
年
）。

（
9
）	�〔
宋
〕
陳
彭
年
等
奉
敕
撰
『
大
宋
重
修
廣
韻
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
）。

（
10
）	�『
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
』（
明
嘉
靖
二
十
九
（
一
五
五
〇
）
年
顧
従
徳
影
宋
本
。

中
華
再
造
善
本
明
清
篇
影
印
）
巻
第
九
・
熱
論
篇
第
三
十
一
。

（
11
）	�

同
前
注
。

（
12
）	�

現
在
私
た
ち
が
言
う
『
傷
寒
論
』
は
、
通
常
明
の
趙
開
美
が
覆
刻
し
て
『
仲
景
全
書
』

に
収
め
て
い
る
『
宋
版
傷
寒
論
』
を
指
し
、『
金
匱
要
略
』（
同
じ
く
張
仲
景
の
原
撰

で
は
な
い
）
と
と
も
に
日
本
漢
方
医
古
方
派
に
根
本
医
書
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
張

仲
景
原
撰
『
傷
寒
論
』
は
、『
宋
版
傷
寒
論
』
と
か
な
り
異
質
な
も
の
で
、
既
に
散

逸
し
て
伝
存
し
て
い
な
い
。「
現
代
に
宋
版
の
旧
を
伝
え
る
『
傷
寒
論
』
は
趙
開
美

本
し
か
な
い
。」（
真
柳
誠
「
趙
開
美
の
『
仲
景
全
書
』
と
『
宋
板
傷
寒
論
』」『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
五
二
巻
一
号
一
四
四
頁
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

（
13
）	�『
王
翰
林
集
註
黄
帝
八
十
一
難
経
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）

刊
『
難
経
集
注
』。
請
求
記
号 

ヤ09 00207

）
巻
四
。
当
該
本
（
慶
安
五
年
刊
本
）

は
、「『
難
経
』
の
基
準
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
」（
宮
川
浩
也
、
天
野
陽
介
、
小

曾
戸
洋
、
花
輪
壽
彦
「『
難
経
集
注
』
に
つ
い
て
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
六
（
二
）、

二
〇
一
〇
年
）。

（
14
）	�
東
洋
医
学
善
本
叢
書
影
印
宋
刊
本
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
重
要
文
化
財
宋
本
『
外
台
秘

要
方
』
の
縮
印
。

（
15
）	�

高
文
柱
は
王
方
慶
撰
『
随
身
左
右
百
発
百
中
備
急
方
』（
十
巻
）
を
指
す
と
主
張
し

注（
1
）	�

列
伝
巻
第
十
四
。
紹
興
九
年
江
南
東
路
転
運
司
刊
本
に
よ
る
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

所
引
漢
文
の
訓
点
は
筆
者
の
私
意
に
よ
っ
て
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）	�

左
鵬
「
漢
唐
時
期
的
瘴
与
瘴
意
象
」（『
唐
研
究
』
第
八
巻
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
3
）	�

蕭
璠
「
漢
宋
間
文
献
所
見
古
代
中
国
南
方
的
地
理
環
境
与
地
方
病
及
其
影
響
」（『
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
六
十
三
本
第
一
分
、
一
九
九
三
年
四
月
）。
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て
い
る
（『
外
台
秘
要
方
校
注
』「
解
題
」
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。
そ
れ
に

対
し
て
、
黄
斌
・
趙
昂
之
は
、『
備
急
』
は
張
文
仲
『
随
身
備
急
方
』（
三
巻
）
で
あ

り
、
し
ば
し
ば
そ
れ
と
前
後
し
て
出
典
文
献
リ
ス
ト
に
現
れ
る
「（
張
）
文
仲
」
と

い
う
書
物
は
実
は
王
撰
『
随
身
左
右
』
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（「『
外
台
秘
要

方
』「
張
文
仲
方
」
考
」、
一
九
九
〇
）。
し
か
し
、
小
曾
戸
洋
は
、『
外
台
秘
要
方
』

所
引
本
は
少
な
く
と
も
九
巻
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
張
文
仲
の
『
随
身
備
急

方
』
三
巻
に
当
た
ら
な
い
と
否
定
し
て
い
る
。
張
・
王
は
と
も
に
初
唐
の
人
で
、
医

学
書
の
編
纂
に
協
力
し
て
携
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
王
方
慶
に
は
ま
た
、『
袖
中
備

急
要
方
』（
三
巻
）
と
い
う
著
書
が
あ
る
（『
新
唐
書
』
芸
文
志
）。
巻
数
か
ら
見
る

と
、
恐
ら
く
『
袖
中
』
は
『
随
身
左
右
』
の
略
本
に
当
た
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

上
述
す
る
張
・
王
が
撰
し
た
医
書
は
い
ず
れ
も
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
。

（
16
）	�

三
木
栄
『
朝
鮮
医
学
史
及
疾
病
史　

補
訂
』（
朝
鮮
疾
病
史
部
分
）
思
文
閣
出
版
、
一

九
九
一
年

（
17
）	�

医
書
の
分
類
は
、
各
時
代
の
芸
文
志
や
経
籍
志
、
近
現
代
の
医
学
史
研
究
（
例
え
ば
、

岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』）
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
本
章
で

取
り
上
げ
る
諸
医
書
の
分
類
に
関
し
て
は
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

（
18
）	�

小
曾
戸
洋
「
肘
後
備
急
方
」（『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
―
書
誌
と
伝
承
―
』
塙
書
房
、

一
九
九
六
年
）
初
出
は
「
漢
方
古
典
文
献
概
説
（
五
）
肘
後
備
急
方
」（
現
代
東
洋

医
学
四
（
四
）、
一
九
八
三
年
十
月
）。

（
19
）	�

小
曾
戸
（
一
九
八
三
）。

（
20
）	�〔
晋
〕
葛
洪
原
撰
、〔
梁
〕
陶
弘
景
増
補
、〔
金
〕
楊
用
道
附
広
『
肘
後
備
急
方
』（
明

万
暦
二
年
（1594

）
岳
州
劉
自
化
校
刊
本
、
内
閣
文
庫
蔵
）。

（
21
）	�

何
百
年
に
も
わ
た
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
多
く
の
医
書
は
、
度
重
な
る
書
写
や
改
編

に
よ
っ
て
内
容
や
表
記
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
社
会
情
勢
や
気
候
の
変
動

に
よ
り
実
用
性
も
低
下
し
て
い
た
た
め
、
理
論
の
更
新
や
薬
方
の
取
捨
選
択
、
度
量

衡
の
統
一
、
避
諱
字
の
復
元
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
宋
の
儒

臣
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
医
書
の
改
訂
、
い
わ
ゆ
る
「
宋
改
」
は
、
文
献
学
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
諸
医
書
の
旧
態
を
損
な
っ
た
こ
と
が
最
大
な
欠
点
と
さ
れ
る
が
、
当
時

の
人
々
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
悪
い
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
22
）	�

内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号303-0018

。

（
23
）	�

汪
済
川
江
瓘
校
本
、
方
鉱
校
本
（
未
見
。
江
瓘
校
本
の
重
刊
と
し
て
そ
れ
と
全
く
同

じ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
）、
呉
勉
学
本
、
以
上
の
明
刊
本
三
種
は
、
い
ず
れ
も

同
じ
箇
所
が
欠
失
し
て
い
る
。

（
24
）	�

小
曾
戸
洋
「『
諸
病
源
候
論
』
の
書
誌
に
つ
い
て
」（『
解
題
・
研
究
・
索
引
（
東
洋

医
学
善
本
叢
書
八
）』
一
九
八
二
年
）。

（
25
）	�

森
立
之
『
経
籍
訪
古
志
』（
廣
谷
雄
太
郎
『
解
題
叢
書
』
廣
谷
国
書
刊
行
会
、
一
九

二
五
年
）
で
は
、「
又
、
今
行
正
保
乙
酉
刊
本
、
亦
据
二

此
本
一

（
重
刊
巣
氏
諸
病
源

候
総
論
五
十
巻
、
目
録
一
巻
、
元
槧
、
京
師
高
階
経
宣
蔵
）」
と
あ
る
。
一
方
、
山

本
惟
允
は
『
諸
病
源
候
論
解
題
』
に
お
い
て
、「
見
行
本
未
レ

詳
二

其
原
一

。
或
云
二

元

版
一

、
然
無
二

証
拠
一

也
」
と
述
べ
、「
正
保
本
が
元
刊
本
に
基
づ
く
説
」
に
疑
問
を
呈

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
保
本
は
「
善
本
性
が
高
い
」
本
で
あ
る
と
小
曾
戸

氏
が
主
張
し
て
い
る
。

（
26
）	�

小
曾
戸
（
一
九
八
二
）。

（
27
）	�

内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号 303-0021

。

（
28
）	�「
壯
」
の
誤
か
。

（
29
）	�

陳
蔵
器
著
「
本
草
拾
遺
序
例
」（
唐
慎
微
撰
『
重
修
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草
』
巻

一
・
序
例
上
所
収
）
で
は
、「
嶺
気
多
レ

瘴
、
足
二

主
レ

瘴
之
物
一

」
と
あ
る
。

（
30
）	�

黒
疸
と
同
じ
か
。『
諸
病
源
候
論
』
黄
病
諸
候
「
是
夫
黄
疸
・
酒
疸
・
女
労
疸
、
久キ
ウ
〳
〵々

多
変
為
二

黒
疸
一

」。

（
31
）	�『
医
心
方
』
所
引
の
『
葛
氏
方
』
に
つ
い
て
、
小
曾
戸
洋
は
「
こ
の
書
は
『
日
本
国

見
在
書
目
録
』
所
掲
の
「
葛
氏
方
九
」
と
同
一
書
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」
と

述
べ
、
陶
弘
景
増
補
『
補
闕
肘
後
百
一
方
』
に
同
定
し
て
い
る
。

（
32
）	�
山
本
信
吉
「
半
井
家
本
『
医
心
方
』
に
つ
い
て
」（『
半
井
家
本
医
心
方
附
録　

医
心

方
の
研
究
』
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
小
曾
戸
洋
は
「
こ
れ
ら
計
二
五

巻
の
最
古
写
の
部
分
は
、
康
頼
の
原
撰
本
と
み
る
説
、
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
の

写
本
で
あ
る
と
み
る
説
な
ど
が
あ
り
、
確
定
的
な
結
論
は
今
の
と
こ
ろ
下
せ
な
い
が
、
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と
も
か
く
平
安
時
代
の
古
写
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る（「『
医

心
方
』」『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
―
書
誌
と
伝
承
―
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）。

（
33
）	�
杉
立
義
一
「
医
心
方
の
伝
写
に
つ
い
て
」（『
半
井
家
本
医
心
方
附
録　

医
心
方
の
研

究
』
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。

（
34
）	�

山
本
（
一
九
九
四
）。

（
35
）	�

杉
立
義
一
『
医
心
方
の
伝
来
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）。

（
36
）	�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号 

特019-0003

。
こ
の
臨
写
本
の
底
本
た
る

仁
和
寺
蔵
古
鈔
本
に
つ
い
て
、
小
曾
戸
洋
氏
は
、「
こ
れ
ら
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、

む
し
ろ
半
井
本
よ
り
も
古
態
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
り

（
後
略
）」
と
述
べ
て
い
る
。
江
戸
時
代
当
時
に
は
、
十
六
巻
が
存
在
し
て
い
た
が
、

今
は
僅
か
に
五
巻
の
み
伝
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
37
）	�

書
名
・
著
者
・
巻
数
い
ず
れ
も
不
明
。「
耆
婆
」
を
書
名
に
含
め
る
医
書
に
は
、『
耆

婆
脈
決
（
訣
）』（
十
二
巻
）・『
耆
婆
脈
経
』（
一
巻
或
い
は
三
巻
）・『
耆
婆
五
蔵
論
』

（
一
巻
）・『
耆
婆
要
用
方
』（
一
巻
）・『
耆
婆
八
十
四
問
』（
一
巻
）・『
耆
婆
茯
苓
散

方
』（
一
巻
）・『
耆
婆
所
述
仙
人
命
論
方
』（
三
巻
）
が
あ
る
。『
医
心
方
』
巻
二
に

は
『
耆
婆
脈
決
経
』
と
い
う
書
名
の
医
書
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
国
見
在
書

目
録
』
が
著
録
す
る
釈
羅
什
注
『
耆
婆
脈
決
十
二
』
と
同
一
書
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
（
岡
西
為
人
『
宋
以
前
医
籍
考
』）。
馬
継
興
は
、『
医
心
方
』
に
九
十
九
条
（
小

曾
戸
洋
は
六
十
条
と
し
て
い
る
）
を
引
用
さ
れ
た
『
耆
婆
方
』
は
、『
耆
婆
脈
訣
』
と

同
一
書
で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
（「
関
於
『
医
心
方
』
所
引
古
文
献
条
数
的
核

実
―
―
答
藪
内
清
教
授
」、
一
九
八
六
年
）。
小
曾
戸
洋
も
馬
氏
と
同
じ
方
針
で
目
録

を
作
っ
て
い
る
（『
医
心
方
』
引
用
文
献
名
索
引
）。
高
文
柱
は
、『
耆
婆
方
』
は
「
治
」

と
「
恒
」
の
諱
を
避
け
て
い
な
い
こ
と
や
、「
方
」
が
書
名
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
隋
以
前
に
成
立
し
た
総
合
的
な
経
方
書
で
あ
る
『
耆
婆
所
述
仙
人
命
論
方
』

を
指
す
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（『
医
心
方
』
華
夏
出
版
社
）。

（
38
）	�

杉
立
（
一
九
九
四
）。

（
39
）	�『
録
験
方
』
が
作
ら
れ
た
当
初
は
「
治
瘧
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、『
外
台
方
』
の
編

纂
時
に
、
唐
高
宗
李
治
の
諱
を
避
け
る
た
め
「
療
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に

後
世
に
お
い
て
、
後
文
の
「
嶂
気
」
に
引
き
ず
ら
れ
て
「
療
」
が
誤
っ
て
「
瘴
」
と

書
か
れ
、
現
在
の
形
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
40
）	�『
延
喜
式
』
三
十
七
巻
の
現
存
諸
本
に
は
、
半
井
家
本
『
医
心
方
』
ほ
ど
古
い
写
本

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
以
下
に
挙
げ
る
諸
本
で
は
例
外
な
く
「
度
嶂
散
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
土
御
門
家
本
、
書
陵
部
図
書
寮
文

庫
蔵
壬
生
家
本
、
坊
城
俊
方
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
写
本
、
慶
安
元
年
修
訂
刊
本
、

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
修
訂
流
布
本
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
刊
雲
州
本
。

（
41
）	�

大
正
新
修
大
蔵
経
本
に
よ
る
。

（
42
）	�

六
世
紀
前
半
成
立
。
蕭
子
顕
編
纂
。
中
国
国
家
図
書
館
蔵
宋
刊
本
南
宋
中
期
繆
珎

補
刻
葉
に
よ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
南
宋
刊
本
嘉
靖
九
年
（
一
五
三
〇
）
補
刻
葉
は

「
瘴
気
」
と
作
る
。

（
43
）	�

天
保
五
年
（
五
五
四
）
魏
収
編
纂
。
南
宋
前
期
刊
本
に
よ
る
。

（
44
）	�

左
（
二
〇
〇
二
）、
王
子
今
「
漢
晋
時
代
的
「
瘴
気
之
害
」」（『
中
国
歴
史
地
理
論
叢
』

第
二
十
一
巻
第
三
輯
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
45
）	�

注
の
「
鄣
」
は
諸
本
に
異
同
は
な
い
。

（
46
）	�

玄
奘
述
・
弁
機
筆
録
。
底
本
に
は
高
麗
蔵
本
を
使
用
。
石
山
寺
蔵
古
写
本
・
観
智
院

蔵
宋
本
・
宮
内
庁
本
・
思
渓
蔵
本
は
「
障
」、
明
径
山
本
は
「
瘴
」
と
作
る
。

（
47
）	�『
大
徳
重
校
聖
濟
總
録
』
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
刊
本
（
最
善
本
と
さ
れ
て
い

る
）。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

（
48
）	�

張
杲
著
『
医
説
』（
明
嘉
靖
二
十
五
年
刊
瀋
藩
本
）
巻
五
・
眼
疾
・
治
内
瘴
。
宋
刊

系
統
の
諸
本
は
、「
内
障
」
と
作
る
。

（
49
）	�

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
）
刊
劉
方
舟
校
訂
本

に
よ
る
。

（
50
）	�『
肘
後
方
』
治
傷
寒
時
気
温
病
第
十
三
に
も
、「
其
年
歳
月
中
有
二

癘
気
一

。
兼
挟
二

鬼

毒
一

相
注
。
名
為
二

温
疫
一

」
と
あ
り
、「
温
疫
」
を
「
疫
癘
」
と
同
等
と
す
る
主
張
が

説
か
れ
て
い
る
。『
医
心
方
』
巻
十
四
・
傷
寒
証
候
所
引
の
『
葛
氏
方
』
に
も
同
文

が
見
ら
れ
る
た
め
、「
温
疫
即
疫
癘
」
と
い
う
認
識
は
六
朝
時
代
か
ら
存
在
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
51
）	�

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
編
『
大
唐
西
域
記
（
考
異
索
引
）』
国
書
刊
行
会
、
一
九

七
二
年
。

（
52
）	�
高
文
柱
校
注
『
外
台
秘
要
方
校
注
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

【
付
記
】

本
稿
は
令
和
五
年
度
第
42
回
和
漢
比
較
文
学
会
大
会
（
二
〇
二
三
年
十
月
八
日
。
於
京
都

府
立
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
一
部
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
質
疑

応
答
に
お
い
て
、
楊
昆
鵬
先
生
、
桑
原
一
歌
先
生
を
は
じ
め
、
貴
重
な
ご
教
示
・
ご
意
見
を

賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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